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そ
し
て
闘
い
を
通
じ
て
新
し

い
仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ

る
決
意
を
固
め
合
お
う
と
訴

え
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
盛
岡
地
本
小
林

副
委
員
長
、
秋
田
地
本
後
藤

書
記
長
、
仙
台
地
本
歌
川
副

委
員
長
及
び
東
北
貨
物
協
議

会
大
越
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

力
強
い
決
意
表
明
を
受
け
、

東
北
協
議
会
渡
辺
副
議
長
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
後
、
齋
藤

議
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
締

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
に
参
加
者
は
４
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
仙
台
市
内

を
デ
モ
行
進
。
賃
上
げ
を
始

め
と
し
た
労
働
条
件
の
改
善

や
安
全
問
題
な
ど
の
国
労
要

求
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
（
仙
台
発
）

　

３
月
５
日
、
仙
台
市
内
に

お
い
て
国
労
東
北
総
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
、
３
９
０
人

の
国
労
東
北
の
仲
間
が
結
集

し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
東
日

本
本
部
高
野
委
員
長
と
東
北

協
議
会
を
代
表
し
齋
藤
議
長

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
春
闘
情
勢
と
会
社
の
動

向
、
国
労
の
取
組
み
、
13
春

闘
勝
利
と
諸
課
題
の
前
進
、

　

13
春
闘
を
巡
る
状
況
、
と
り
わ
け
新
賃
金
に
つ
い
て
は
３
月
13
日
、
電
機
や
自
動
車
な

ど
の
主
要
企
業
が
、
一
斉
に
労
働
組
合
に
回
答
す
る
「
集
中
回
答
日
」
を
迎
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
に
お
い
て
も
東
日
本
が
15
日
、貨
物
が
18
日
に
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ア
ゼ
ロ
を
回
答
。
一
方
、

夏
季
手
当
で
は
東
日
本
が
２
．
８
５
ヵ
月（
対
前
年
０
．
３
ヵ
月
分
増
）を
回
答
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
春
闘
期
に
取
り
組
ま
れ
た
各
集
会
の
報
告
と
し
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
、
東
京
・
日
本

青
年
館
に
お
い
て
、
国
労
本

部
主
催
の
「
２
０
１
３
年
春

闘
勝
利
総
決
起
集
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
か
ら
は
高
野

委
員
長
が
決
意
表
明
を
行

い
、「
要
求
獲
得
に
向
け
て

全
力
を
あ
げ
た
い
」
と
春
闘

の
取
り
組
み
に
向
け
て
の
強

い
姿
勢
を
表
し
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
に
は
、
賃
金

の
引
き
上
げ
や
労
働
条
件
改

善
を
始
め
と
し
た
国
労
要
求

を
強
く
訴
え
な
が
ら
、
新
宿

ま
で
１
時
間
余
り
の
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
、
東
京
・
田
町

交
通
ビ
ル
に
て
「
関
東
交
運

労
協
２
０
１
３
春
闘
勝
利
決

起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

集
会
は
、
元
呑
議
長
（
東

武
労
組
）
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

各
産
別
代
表
と
三
役
を
選
出

し
て
い
る
労
組
代
表
が
決
意

表
明
、
国
労
か
ら
は
東
日
本

本
部
・
吉
田
特
執
が
発
言
、

最
後
に
「
集
会
宣
言
」
を
確

立
し
、
関
東
に
お
け
る
交
通

運
輸
産
業
労
働
者
が
共
に
闘

う
決
意
を
固
め
合
い
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
・
東
京
電

力
福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら

２
周
年
を
前
に
、
３
月
９
日
、

東
京
・
明
治
公
園
で
「
さ
よ

う
な
ら
原
発
１
千
万
署
名
市

民
の
会
」
主
催
で
、「
つ
な

が
ろ
う
フ
ク
シ
マ
！
さ
よ
う

な
ら
原
発
大
集
会
」
が
開
か

れ
、
全
国
か
ら
１
万
５
千
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

呼
び
か
け
人
の
一
人
で
あ

る
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
さ

ん
は
「
人
間
の
生
命
よ
り
も

経
済
が
大
事
と
い
う
政
治
家

は
認
め
な
い
！
脱
原
発
の
運

動
を
進
め
よ
う
！
」
と
、
強

調
し
ま
し
た
。

　

署
名
の
集
約
状
況
は

８
２
０
万
。
ま
た
、
国
内
外

19
か
所
で
「
脱
原
発
・
反
原

発
」
を
訴
え
る
集
会
が
同
時

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
、「
原
発
を
な
く
そ
う
」

「
子
供
た
ち
を
守
ろ
う
」
と

デ
モ
行
進
で
訴
え
ま
し
た
。
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生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
と
冊
子
の
作
成
等
を

取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
労
に

組
織
さ
れ
て
い
な
い
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
に
も
声
を
か
け
、
交

流
会
等
を
取
り
組
ん
で
き
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
意
見
交
換
や

交
流
会
を
通
じ
て
、
問
題
点
の

把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
と
て
も
壁
が
高
い

現
実
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の

改
正
労
働
契
約
法
を
活
用
し

て
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
制
度

の
改
善
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
要
求
実
現
に
必
要

と
な
る
多
く
の
仲
間
と
手
を
つ

な
ぎ
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

社
員
と
同
様
で
、
制
服
も
全
く

同
じ
で
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
社
員
で
も
、
２
年
目

以
降
は
正
社
員
の
新
規
採
用
者

の
育
成
・
指
導
に
も
あ
た
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
首
都
圏
の
駅

職
場
で
は
、
３
分
の
１
か
ら
半

数
が
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
業
務
内
容

は
同
じ
で
も
、
年
次
有
給
休
暇

や
福
利
厚
生
、
正
社
員
の
期
末

手
当
の
代
わ
り
に
精
勤
手
当
と

な
る
な
ど
、
格
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

正
社
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

で
す
が
、
正
社
員
を
希
望
す

る
人
が
受
験
す
る
わ
け
で
す

が
、
２
０
１
２
年
度
の
実
績
で

は
、
合
格
者
約
２
３
０
名
と
、

受
験
者
の
２
～
３
割
の
合
格
率

で
す
。
正
社
員
採
用
試
験
は
年

１
回
で
、
最
高
で
３
回
受
験
で

き
ま
す
。
多
く
の
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
が
、
正
社
員
に
な
る
こ

と
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
合

格
率
は
低
く
、
契
約
期
間
満
了

に
伴
い
、
退
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
２
０
１
２
年

３
月
に
は
、
約
１
３
０
名
が
契

約
期
間
満
了
で
雇
止
め
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
再
就
職
先
は
極
め

て
少
な
く
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
し

て
の
あ
っ
せ
ん
も
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
あ
っ
せ
ん
先
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
駅
部
門

の
業
務
が
あ
り
ま
す
が
、
今
ま

で
と
同
様
の
業
務
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
基
本
賃
金
、
休

日
・
休
暇
、
福
利
厚
生
と
い
っ

た
待
遇
に
つ
い
て
は
、
著
し
く

低
下
す
る
の
が
実
態
で
す
。

　

国
労
の
取
り
組
み
で
す
が
、

２
０
１
０
年
度
の
制
度
改
善
要

求
の
申
し
入
れ
で
、「
契
約
社

員
の
正
社
員
化
」、「
現
行
の

社
会
人
制
度
と
は
別
に
、
勤
続

１
年
以
上
の
業
務
経
験
を
有
す

る
契
約
社
員
に
つ
い
て
は
、
優

先
的
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
正
社
員

と
し
て
採
用
す
る
新
た
な
ル
ー

ル
を
確
立
す
る
こ
と
」
を
求
め

ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
回

答
は
、
正
社
員
化
に
つ
い
て
の

問
題
意
識
は
持
ち
つ
つ
も
、
有

期
雇
用
と
し
て
の

柔
軟
な
雇
用
形
態

は
今
後
も
維
持
し

て
い
く
考
え
で
あ

り
、
正
社
員
化
に

つ
い
て
は
引
き
続

き
試
験
を
受
け
て

正
社
員
に
な
っ
て

も
ら
う
考
え
で
あ

る
、
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

　

東
京
地
本
で

は
、
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
が
抱
え
る

問
題
点
を
把
握
し

な
が
ら
、
勤
務
や

員
＝
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
制
度

を
２
０
０
７
年
よ
り
導
入
し
、

出
札
、
改
札
、
案
内
と
い
っ
た

駅
業
務
、
旅
行
業
（
び
ゅ
う
プ

ラ
ザ
）
の
い
ず
れ
か
の
業
務
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
契
約
期
間

は
１
年
で
、
１
年
間
の
勤
務
状

況
に
基
づ
き
、
最
大
４
回
ま
で

更
新
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
最
長
５
年
の
契
約
で
、
５

年
を
超
え
る
更
新
は
で
き
ま
せ

ん
。
採
用
試
験
は
年
２
回
実
施

さ
れ
、
各
期
４
０
０
名
程
度

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
社

後
す
ぐ
に
研
修
セ
ン
タ
ー
で
約

１
カ
月
間
の
研
修
を
受
け
、
そ

の
後
職
場
に
配
属
に
な
り
、
約

２
カ
月
間
の
見
習
い
業
務
終
了

後
、
正
社
員
と
同
様
の
業
務
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
入
社

３
年
目
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
正
社
員

採
用
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
満
37
歳

以
下
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
の
調
査
で
は
、

約
２
０
０
０
名
の
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
が
首
都
圏
の
駅
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
正

　

３
月
１
日
、
日
本
労
働
弁
護

団
主
催
の
「
活
か
そ
う
！
改
正

労
働
契
約
法
！
！
」
集
会
が
旧

総
評
会
館
（
連
合
会
館
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
活
か
そ
う
！
改
正
労
働
契

約
法
！
！
」
集
会
は
、「
労
働

契
約
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
２
０
１
２
年
８
月
10
日

公
布
）
の
う
ち
、
無
期
労
働
契

約
へ
の
転
換
ル
ー
ル
と
、
不
合

理
な
労
働
条
件
の
禁
止
ル
ー
ル

が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ら
を
活
用

し
て
有
期
契
約
労
働
者
の
労
働

条
件
を
是
正
さ
せ
る
取
り
組
み

に
活
か
し
て
い
く
目
的
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
日
本
労
働
弁
護
団

　

国
鉄
労
働
組
合
東
京
地
方
本

部
で
青
年
部
長
を
し
て
い
ま

す
、
中
嶋
健
太
で
す
。

　

私
は
、
人
生
で
一
度
は
切
符

を
売
っ
て
み
た
い
、
鉄
道
業
に

携
わ
り
た
い
と
い
う
希
望
で
、

２
０
０
８
年
４
月
に
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
入
社
し
ま
し
た
。
業
務
内

容
は
、
み
ど
り
の
窓
口
、
改

札
、
券
売
機
の
保
守
と
い
っ

た
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
１
０
年
８
月
に
正

社
員
試
験
を
受
験
し
、
合
格
、

２
０
１
１
年
４
月
に
正
社
員
の

車
掌
研
修
を
経
て
、
現
在
山
手

線
の
車
掌
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ

た
２
０
０
９
年
12
月
に
、
当
時

の
職
場
の
先
輩
の
勧
め
と
自
分

の
意
志
で
国
鉄
労
働
組
合
に
加

入
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

の
国
労
組
合
員
は
３
名
で
、
交

流
や
学
習
す
る
機
会
を
持
ち
な

が
ら
、
と
も
に
課
題
の
解
決
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
契
約
社

の
水
口
（
み
な
ぐ
ち
）
幹
事
長

か
ら
、
有
期
契
約
労
働
者
の
実

態
、
改
正
労
働
契
約
法
の
内
容

と
活
用
術
、
労
働
組
合
の
取
り

組
み
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

講
演
を
受
け
た
後
、
有
期
契
約

労
働
者
を
組
織
し
て
い
る
９
つ

の
労
働
組
合
か
ら
、
実
態
と
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
労
か
ら
は
、
東
京
地
本
の

中
嶋
健
太
青
年
部
長
が
グ
リ
ー

ン
ス
タ
ッ
フ
の
実
態
と
国
労
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

改
正
労
働
契
約
法
の
活
用
に

よ
っ
て
、
有
期
契
約
労
働
者
の

労
働
条
件
改
善
の
展
望
が
広
が

る
こ
と
を
実
感
で
き
る
有
意
義

な
集
会
で
し
た
。


